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　高崎市は、古来より関東と信越をつなぐ交通の要衝に位置する人口約

３７万の中核市です。

　本市ではユネスコ「世界の記憶」となった上野三碑や城門が復元され

た史跡箕輪城跡、史跡保渡田古墳群とそれに近接するかみつけの里博物

館などに多くの見学者が訪れ、文化財への興味が高まっています。

　本報告書は、開発事業により埋蔵文化財に影響がおよぶ恐れのある開

発について、事前に遺跡の確認・試掘調査を実施した令和５年度の成果

について文化財調査報告書第５０５集としてまとめたものです。

　結びに、遺跡の確認・試掘調査、その後の保存措置、報告書刊行にあ

たりご協力いただきました関係機関並びに関係者の皆様に心から感謝

申し上げ、序といたします。

  令和６年３月　　　　　　

高崎市教育委員会　　　　

教育長　小林良江　　　　





１. 本書は、令和５年度国庫補助事業として、市内各所の埋蔵文化財の試掘・確認調査・緊急発掘調査を

　　実施した市内遺跡発掘調査事業の調査報告書である。

２. 試掘・確認調査・緊急発掘調査にかかる経費は、令和５年度国宝重要文化財等保存整備費補助金およ

　　び高崎市費をもって負担した。

３．本事業の実施期間は令和５年４月１日〜令和６年３月３１日であるが、編集の都合上、本書には令和

　　５年１２月３１日までの調査を対象として掲載した。

４. 本事業の調査および事務は、高崎市教育委員会事務局教育部文化財保護課埋蔵文化財担当が行った。

　　調査組織は以下のとおりである。

　　　教育長／飯野 眞幸（〜６月３０日）・小林 良江（１０月１日〜）

　　　教育部長／青柳 正典　　　文化財保護課長／角田 真也

　　　文化財保護課長補佐兼埋蔵文化財担当係長／清水 豊　　埋蔵文化財担当係長／滝沢 匡

　　　事務担当 ／佐藤 聡子、深澤 恵、木村 夏葵、宮下 昌文、瀧上 充弘

　　　調査担当 ／山本 ジェームズ、南雲 博文、田辺 芳昭、須永 忍、櫻井 条、飯塚 誠、田村 孝

５. 本書の執筆・編集は主に山本が行った。図版作成作業は担当者および担当者の指示の下、会計年度任

　　用職員（臨時職員）が実施した。また、調査時の遺構等記録写真の撮影は、各調査担当者が実施した。

６. 調査一覧表および調査場所位置図には、令和５年４月１日から同年１２月３１日までに実施したすべ

　　ての試掘・確認調査を掲載した。合わせて、令和４年度の補遺分となる令和５年１月１日から同年３

　　月３１日までに実施した調査も掲載した。なお、令和６年１月１日から同年３月３１日までに実施し

　　た調査については次年度の報告書での掲載とする。

７. 試掘・確認調査の概要については、現状保存となった遺跡を中心に、特筆すべきものを抽出して掲載

　　した。保存協議を経て記録保存のための発掘調査が実施された遺跡および実施予定の遺跡の詳細につ

　　いては各々の調査報告書に委ねることとし、本書では原則未掲載とした。

８. 各調査の出土遺物や記録図面、写真類は高崎市教育委員会文化財保護課で保管している。

１. 本書で使用した地図類は、国土地理院発行1/50,000地形図および1/2,500高崎市都市計画基本図を元

　　に作成した。なお、使用した図版縮尺は、各図に表示している。

２. 試掘・確認調査では、方位は磁北を利用した。なお、本書中に掲載のある座標値は、平面直角座標第

　　Ⅸ系国家座標（世界測地系）を原則とし、方位は同座標北（G.N.）である。

３. 各種測量図や断面図に付した高さは、調査毎に設定した任意の高さを基準としている。

４. 土層・遺物の色調および土壌の注記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・(財）日本色彩研究所

　　監修1967『新版標準土色帖』(1997年後期版）を使用した。

５. 本書で触れる代表的なテフラ等火山噴出物および各種遺構の略号は、以下を使用した。

　　　 As-A（浅間Ａテフラ）：天明三（1783）年 　Hr-FP（榛名二ツ岳伊香保テフラ）：６世紀半ば

　　　 As-B（浅間Ｂテフラ）：天仁元（1108）年 　Hr-FA（榛名二ツ岳渋川テフラ）　：５世紀末〜６世紀初頭

　　　 As-C（浅間Ｃテフラ）：３世紀後半　　　　　　　

　　　 SB：掘立柱建物跡　　SD：溝　　SI：竪穴建物跡　　SK：土坑　　Pit：柱穴・小穴　　SX：不明遺構

　　　 SZ：古墳
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　Ⅰ　砕石
　Ⅱ　造成土　　明黄褐色シルト（地山）主体層と黒褐色(10YR 3/1)に黄褐色シルト粒子が含まれる土層の互層。
　　　　　　　　鉄筋やビニールなど現代ゴミが多く含まれる。下位の一部にAs-Aか。しまりやや強、粘性やや弱。
　Ⅲ　明黄褐色(10YR 7/8)　シルト。礫を含む。しまり強、粘性やや強。

●遺構埋土
　1　黒褐色(10YR 3/1)　As-B混。しまり強、粘性やや弱。
　2　黒褐色( 〃  2/3)　シルト質。層上位に局所的にAs-Bの塊か。しまり強、粘性弱。
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第８図　R4-55　調査区平面図・柱状図

第７図　R4-55　貝沢町　調査区位置図

試掘実施箇所

３.試掘・確認調査の概要

（１）R4-55　貝沢町字紺屋貝戸 1503-1他

　・調査日　令和５年１月16日

【環境】　調査地は井野川右岸に位置し、地質

的には榛名山東南の砂礫やローム等の山麓堆積

物層上にある。調査地の標高は現況で92m付近

となる。南東300mの上大類北田遺跡（高崎市立

東部小学校）でAs-B下水田が調査されている。

また、西350mに五霊神社古墳、南400mには貝沢

柳町遺跡などの遺跡が分布する。

【結果】　計画建物範囲を対象に、建物長軸に

合わせて東西方向にトレンチを設定して調査を

実施した。

土層　　調査地の堆積土層は、砕石（Ⅰ層）の下はGL-100cmまでおよぶ造成土層（Ⅱ層）があり、現代

ゴミなどが含まれる。Ⅱ層の下には地山となる明黄褐色シルト層（Ⅲ層）がある。Ⅱ層下位にAs-Aがわ

ずかに混入するが、明確なテフラ層は確認できなかった。

１トレンチ　　調査区西端において、GL-100cmで検出される地山明黄褐色シルト層（Ⅲ層）より掘り込

まれている溝１条を検出した。調査対象地の西を南北に走向する道路と同主軸と考えられる。検出幅は

1.3mだが、遺構は調査区外西へと延びるため、本来は計測値以上の幅があるものと考えられる。遺構の

深さは遺構確認面から80cm以上あり、手掘りのサブトレンチでも遺構底部に到達しなかった。

　遺構埋土の一部にはAs-Bと推測される軽石粒子が混入することから、As-B降下以後の遺構と推測され

る。また、陶磁器類の小片も出土することもテフラの観察結果と齟齬をきたさない。

　遺構の性格については明らかにし難いが、As-B降下以後の構築であり、幅や深さなどの遺構規模を勘

案すると、中世の堀などの城館遺構を推定することに無理はない。付近では、北西400mに貝沢東新井屋

敷、西500mに塚越屋敷など戦国期の城館が想定されていることもあり、当該遺構もこれら城館跡と関連

する可能性がある。(山本)

３.試掘・確認調査の概要
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○基本土層
　Ⅰa にぶい黄褐色(10YR 5/4)　表土、現耕作土。As-A混。しまり強、粘性弱。
　　b にぶい黄褐色( 〃  5/3)　As-A混。しまり強、粘性弱。
　　c 黒色　( 〃  2/1)　表土。パサパサ。しまり弱、粘性弱。
　　d 黒褐色( 〃  3/1)　As-A混。しまりやや強、粘性やや強。
　Ⅱa 暗褐色( 〃  3/3)　As-B混。黄褐色シルト（φ1〜2cm 3％)。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  3/1)　As-B混。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅲ　黒褐色( 〃  3/2)　粘質土。褐色粒子（鉄分か。φ3〜5mm 5％)。
　　　　　　　　　　　　黄褐色粒子（φ2〜3mm 3％)。しまり強、粘性とても強。
　Ⅳ　黒色　( 〃  2/1)　As-C混入か。As-YP含む。黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　 （φ3〜5mm 10％)。しまり強、粘性やや強。
　Ⅴ　黒色　( 〃  2/1)　As-Cを含まない。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅵ　にぶい黄褐色(〃 5/4)　漸移層。しまり強、粘性やや強。
　Ⅶ　明黄褐色(〃 6/8)　シルト。しまり強、粘性強。
　Ⅷa 灰黄褐色(〃 4/2)　粘質土。褐色粒子（鉄分か。φ3cm 10％)。
　　　　　　　　　　　　白色粒子（φ2〜3cm 3％)。黄褐色粒子（φ2〜3mm 3％)。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性とても強。
　　b 浅黄橙色(〃 8/3)　粘質土。やや軟質。しまりやや強、粘性とても強。

遺構確認面
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試掘実施箇所

（２）R4-56　吉井町長根字宿 1648-1他

　・調査日　令和５年１月17日

【環境】　鏑川右岸の河岸段丘に位置し、地質

的には砂礫やローム層上にある。調査地の標高

は現況で135m付近となる。調査地の南200mにあ

る恩行寺古墳を中心に南方の段丘上には古墳が

群在する。

【結果】

１トレンチ　　遺構の検出はなかった。

２トレンチ　　溝３条を検出した。溝は北東−

南西を主軸としており、埋土にAs-Bを含まない。

３トレンチ　　竪穴建物２軒および溝１条、土

坑１基を確認した。SI01は弥生時代後期〜古墳

時代前期と推定される。SI02はSI01と遺構主軸

の傾きが似ることから近接した時期の遺構と推

測される。

４トレンチ　　竪穴建物４軒および溝１条を検

出した。SI03は確認面から遺構底面まではわず

かである。遺構検出範囲全体に炭化物が散見さ

れ、中央やや北寄りに焼土が確認できた。地床

炉をもつ竪穴建物と考えられる。また、SD05は

位置や主軸の傾きから３トレンチのSD04と同一

遺構となることが考えられる。(山本)
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○基本土層
　Ⅰ　表土 　As-B混。パサパサ。しまり弱、粘性弱。
　Ⅱ　灰黄褐色 (10YR 6/2) As-B軽石層。降下ユニットあり。一次堆積層。しまりやや弱、粘性弱。
　Ⅱa 黒褐色 (10YR 3/2) 　As-B混。As-Bの密度高い。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅲ　黒色 (10YR 2/1) 　As-C混。As-C(φ2〜4mm)やや少。しまり強、粘性弱。
　Ⅲa 黒褐色 (10YR 2/2) 　As-C混。Ⅲ層よりAs-Cの粒が大きく(φ2〜8mm)やや多く混入する。しまり強、粘性弱。
　Ⅳ　黄褐色 (10YR 5/6) 　As-C軽石層。褐色味をおび、φ2〜4mm主体。一次堆積層と推定。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅴ　黒色 (10YR 2/1) 　As-C含まず。橙色粒子少。しまり強、粘性弱。
　Ⅵ　褐色 (10YR 4/4)　　 地山。橙色粒子少。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅶ　黄褐色 (10YR 5/6)   硬質ローム。しまり強、粘性弱。
　Ⅷ　明黄褐色 (10YR 6/6) As-YP層。しまり強、粘性弱。
　Ⅸ　明黄褐色 (10YR 7/6) 粘質ローム。白色軽石(大窪沢?)少。しまり強、粘性強。

●遺構埋土
　①　黒褐色 (10YR 2/2) 　黄褐色土粒やや少。しまり強、粘性弱。
　②　黒褐色 (10YR 2/2) 　黄褐色土ブロック(φ2〜5cm)やや少。しまり強、粘性弱。

試掘実施箇所

第11図　R4-69　下室田町　調査区位置図

R4-69　柱状図土層観察所見

（３）R4-69　下室田町字駒寄 2950,2952他

　・調査日　令和５年２月９・14日

【環境】　榛名山麓から続く山地地形上に立地

する。調査地の標高は現況で340〜350m付近で

あり、北から南方向に傾斜をもつ。

【結果】

１トレンチ　　トレンチ東半では、現地表下20

㎝ほどの硬質ローム層（Ⅶ層）上面で土坑や溝

状のシミを確認した。トレンチ西半では削平が

進み、遺構は確認できなかった。遺物は表土中

から縄文土器片が少量出土している。

２トレンチ　　トレンチ東端では、現地表下20〜25㎝でAs-C混土（Ⅲ層）およびAs-C層（Ⅳ層）が一部

残存しており、土層断面にてAs-C混土を埋土にもつ古墳時代以降の畠のサクを２〜３条分確認した。

　さらに、トレンチ東半部では現地表下50㎝の褐色土層（Ⅵ層）にて古代以前の土坑やピットを検出し

た。また、遺構確認面からは長さ５㎝以上の黒曜石が出土した。トレンチ西半では現地表下30cmにて加

曾利Ｅ系の縄文土器の包含層を検出した。 

３トレンチ　　現地表下15㎝でAs-Bを多く含む混土層が認められたが、遺構はその下層の黄褐色土層

（Ⅶ層）上面（現地表下35〜40㎝）で土坑やピットを少量確認した。埋土にはAs-Bが含まれないため、

時期は古代以前と考えられる。

４トレンチ　　トレンチ全体でAs-C混土（Ⅲ層）およびAs-C軽石層（Ⅳ層）が良好に残存していたため、

遺構確認は現地表下40〜60㎝のAs-C軽石層上面で行った。トレンチ全体にはAs-C混土を埋土にもつ不整

形の土坑状のシミが認められ、深さは35㎝程度であった。遺物は出土していないが、埋土から古墳時代

以降の掘りこみと想定される。なお、トレンチ西半の一部には現地表下32㎝ほどで、厚さ15㎝のAs-B軽

石層が認められたが、遺構は確認されなかった。

５トレンチ　　現地表下30㎝でAs-C混土層とAs-C軽石層が広範囲に残存していたが、縄文時代の遺構の

有無を確認するために、30〜40㎝掘り下げ、褐色土層（Ⅵ層）上面で遺構確認を行った。トレンチ西端

では現地表下60〜70㎝で縄文土器片が混じる土坑を複数検出した。また、トレンチ東半の土層断面の観

察から現地表下32㎝で古墳時代以降の畠のサクを３条以上確認した。(南雲)

３.試掘・確認調査の概要
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第12図　R4-69　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/400 10m

0 柱状図:1/40 1m
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第13図　R4-74　本郷町　調査区位置図

第14図　R4-74　調査区平面図・柱状図
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○基本土層
　Ⅰa 黒褐色(10YR 2/3)　表土。篠の根の影響が大きい。
　　　　　　　　　　　　しまり弱、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  2/2)　黄褐色シルト粒子少量含む。
　　　　　　　　　　　　篠の根の影響が大きい。
　　　　　　　　　　　　しまり弱、粘性やや弱。
　　c 灰黄褐色(〃 4/2)　埋め立て土。しまり強、粘性弱。

　Ⅱ　黒褐色( 〃  2/2)　As-A混。As-YPを含む。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色( 〃  3/2)　As-B混。しまり強、粘性弱。
　Ⅳ　黒褐色( 〃  3/2)　漸移層。しまり強、粘性弱。
　Ⅴa 黄褐色(2.5Y 5/3)　シルト。As-YPを含む。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性弱。
　　b 橙色　(7.5YR 6/6) ソフトローム。しまりやや強、
　　　　　　　　　　　　粘性やや強。
　Ⅵ　黄色　(2.5Y 7/8)  As-YP。しまり弱、粘性弱。
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試掘実施箇所

（４）R4-74　本郷町字奥原 716-1,716-11

　・調査日　令和５年２月15日

【環境】　南西300mに南東流する烏川の左岸、

榛名山南東麓の山麓堆積物層上にあり、標高は

現況で173〜174m付近となる。調査地は60基を

超す円墳が確認された本郷塚中古墳群（奥原古

墳群）の東にあり、調査地点より西30mには奥

原53号墳が所在する。

【結果】　掘削した３本のトレンチでそれぞれ

竪穴建物を検出し、合計５軒を確認した。

１トレンチ　　SI01は東端に焼土が見られ、煙

道状に張り出すことからカマドが存在すること

が想定される。SI02はSI01に先行する遺構と考えられ、SI01に大部分を切られるために部分的な確認と

なるが、２石の並ぶ礫が露出しており、カマドの一部であることが推定される。土師器甑片が出土して

おり、古墳時代〜平安時代の年代が考えられる。

２トレンチ　　竪穴建物は一辺が４m以上を測り、遺構確認面から底面までは20〜30cmである。カマド

等は未確認である。建物内西寄りでは長胴甕の胴部下半〜底部が直立した状態で出土し、甕を取り除い

たところ、甕の下から土師器坏が正位の状態で出土した。坏を土台に長胴甕を重ねて自立させていたも

のと考えられる。坏の年代から７世紀代の竪穴建物跡と推測される。

３トレンチ　　底面レベルが異なる２基の遺構が重複しているが、いずれも土師器類が出土すること、

遺構底面がフラットであることから、２軒の重複する竪穴建物と推定される。(山本)

３.試掘・確認調査の概要
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硬化面

← →
硬化面焼土範囲

1T

2T

SI03 か ?

SI02

SK

SI01

カマドか ?　←

凡例 :焼土範囲

凡例 :硬化面

深掘り

B

A

A

B

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

○基本土層
　Ⅰ　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　表土。As-B混。フカフカ。しまり弱、粘性弱。
　Ⅱ　黒色 (10YR 2/1)　　　　　As-C混。As-C少量。黄褐色粒子(φ2〜3mm)少。しまりやや弱、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　Ⅳ層土ブロックやや多。しまりやや強、粘性やや弱。
　Ⅲ’　　　　　　　　　　　　 Ⅲ層基調で小礫(φ1cm)少し含む。
　Ⅳ　暗褐色 (10YR 3/3)　　　　Ⅴ層土ブロックやや多。しまり強、粘性弱。漸移層。
　Ⅴ　にぶい黄橙色 (10YR 6/4)　地山泥流由来土。硬質土。しまり強、粘性弱。
　Ⅴ'　　　　　　　　　　　　　Ⅴ層基調で小礫(φ1〜4cm)やや少し含む。
　Ⅵ　にぶい黄橙色 (10YR 7/4)　地山泥流由来土。硬質土。しまり強、粘性弱。
　Ⅶ　にぶい黄褐色 (10YR 5/4)　地山泥流由来土。細粒砂含む硬質土。しまり強、粘性弱。●遺構埋土

　1T基本土層B
　　①　黒褐色 (10YR 2/2)　　　　SI03埋土。As-C少。橙色粒子少。しまりやや強、粘性弱。
　　②　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　SI03床面。硬化面。Ⅳ層土小ブロックやや少。As-C混土ブロックやや少。光沢感強い。しまり非常に強、粘性弱。
　　③　黒色 (10YR 2/1)　　　　　As-C混。As-C少なく、②層土が小ブロック状に混じる。しまりやや強、粘性弱。SI03を削平する掘りこみ?
 
　2T基本土層A
　　①　黒色 (10YR 2/1)　　　　　SI01埋土。As-C混。As-C少。Ⅴ'層土粒やや少。しまり強、粘性弱。
　　②　にぶい黄橙色 (10YR 6/4)　SI01床面。Ⅴ'層土主体とする。硬化やや弱い。地山床の可能性あり。しまりやや強、粘性弱。
 
　2T基本土層B
　　①　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　SI02埋土。Ⅴ'層土粒少。炭粒少。しまりやや強、粘性弱。
　　②　暗褐色 (10YR 3/3)　　　　SI02床面。貼床土。Ⅴ'層土粒、小ブロックやや多。As-Cやや少。光沢感やや強い。
　　　　　　 　　　　　　　　　　しまり強、粘性弱。
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第16図　R4-76　調査区平面図・柱状図

第15図　R4-76　三ツ寺町　調査区位置図

試掘実施箇所

遺構確認面

（５）R4-76　三ツ寺町字出水端 510他

　・調査日　令和５年２月16日

【環境】　調査地は榛名山東南麓の井野川右岸

に所在し、榛名山方面から南東方向に走行する

谷（古代以前）の東側に立地する。調査地の標

高は現況でおよそ126mとなる。調査地付近には

三ツ寺Ⅰ遺跡や国史跡保渡田古墳群を含め多く

の遺跡が所在しており、調査地の東80mには三

ツ寺Ⅱ遺跡、さらに東側には桁街道Ⅱ遺跡があ

り、古墳時代中期から平安時代（10世紀）の集

落が確認されている。

【結果】　

１トレンチ　　現地表下40㎝でAs-C含む黒色土

（Ⅱ層）を検出したが、遺構確認が困難であったため、さらに下層の漸移層（Ⅳ層）上面を調査面とし

た。遺構は平面では検出できなかったが、トレンチ東端の南壁土層断面にて約1.5mの範囲にわたる硬化

面を確認した。硬化面はトレンチの北壁では確認できなかったが、硬化面がほぼ平坦であることから竪

穴建物の床面（SI03）と推定される。なお、検出した硬化面の西端はAs-C混の掘りこみにより削平され

ており、SI03に伴う掘りこみは確認できなかった。SI03の遺構検出面は現地表下40㎝の黒褐色土層（Ⅲ

層）上面であり、床面までの深さは14㎝であった。遺物の出土はなく、遺構の時期は不明である。

２トレンチ　　 現地表下50〜60㎝の漸移層（Ⅳ層）および地山硬質土（Ⅴ'層）を調査面とし、遺構は

竪穴建物２軒、土坑1基を検出した。SI01はトレンチ南端に位置し、遺構検出面は現地表下30㎝の黒褐

色土層（Ⅲ′層）上面で、床面までの深さは44㎝であった。SI01は北壁にカマドを有し、断割では柱穴

と思われる円形のシミも確認した。遺物の出土は土師器の小破片のみであり、遺構の時期はおよそ古墳

時代後期〜平安時代と推定される。

　SI02はトレンチ北端に位置し、遺構検出面は現地表下48㎝、床面までの深さは８㎝であった。SI02の

床面は貼床により硬化が強く、南東隅にはカマドと推定される焼土を含んだ張り出しが確認できた。遺

物は土師器、須恵器の小破片が出土しており、遺構の時期は奈良〜平安時代頃と推定される。(南雲)
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第18図　R4-79　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m
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○基本土層
　Ⅰ　黒褐色(10YR 3/1)　表土。しまり弱、粘性弱。
　Ⅱa 灰黄褐色(〃 4/2)　黄褐色粒子(φ1〜2mm 15％)。しまり強、粘性弱。
　　b 灰黄褐色(〃 4/2)　As-A混。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色( 〃  3/2)　黄褐色粒子(φ1〜2mm 5％)。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅳa 褐色　( 〃  4/4)　漸移層。しまりやや弱、粘性弱。
　　b 黄橙色( 〃  7/8)　シルト。しまり強、粘性弱。
　　c 黒褐色( 〃  3/1)　シルト。しまりとても強、粘性やや弱。

●遺構埋土
　 1　黒褐色( 〃  2/2)　砂質。黄褐色シルト粒子(φ2〜3mm 5％)。しまり強、粘性弱。
　 2  灰黄褐色(〃 3/1)　黄褐色シルト粒子(φ3〜5mm 3％)。しまり強、粘性やや強。
　 3  黒褐色( 〃  3/2)　砂質シルト。黄褐色シルト粒子(φ1〜3mm 20％)。しまり強、粘性やや弱。
　 4  黒褐色( 〃  3/2)　黄褐色シルト粒子(φ2〜3mm 3％)。炭化物少量含む。しまり強、粘性やや強。
　 5  灰黄褐色(〃 4/2)　黄褐色シルト混在。しまりやや強、粘性やや強。
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第17図　R4-79　貝沢町　調査区位置図

試掘実施箇所

（６）R4-79　貝沢町字稲荷塚 1206-3

　・調査日　令和５年２月20日

【環境】　井野川右岸に位置し、地質的には榛

名山東南の砂礫やローム等の山麓堆積物層上に

ある。標高は現況で93m付近となる。調査地の

東400mの上大類北田遺跡でAs-B下水田が調査さ

れているほか、北西250mに五霊神社古墳、南東

300mには貝沢柳町遺跡などの遺跡が分布する。

【結果】　

１トレンチ　　調査区とほぼ重なるように東西

主軸の大型溝(SD01)を検出した。調査区の東側

では北より南北走向の溝１条(SD02)が延びてき

てSD01とぶつかる。

２トレンチ　　SD02の続きが検出できなかったため、SD01を突き抜けずに合流する可能性が考えられる。

３トレンチでは北側でSD01の南側立ち上がりを確認し、これによりSD01の幅は3.5mと推定できる。１ト

レンチ西端の深掘り部分では遺構確認面より90cm、現地表下130cm以上は下がるが、遺構底面を検出で

きず正確な深さについては不明である。深掘り断面の下位層には地山黄褐色シルト粒子が多量に混在す

ることから遺構底面まではさほど深くないことが想定されるため、遺構の深さは概ね現地表下150cm前

後と考えられる。遺構埋土中より中世陶器や内耳鍋片が出土することから、中世期の遺構である可能性

が考えられる。その他、２トレンチではAs-A混土を含む溝(As-A処理溝か)を検出した。

３トレンチ　　１トレンチのSD01の南側立ち上がりを検出した他、やや主軸を異にするSD03を検出した。

遺物の出土はないためSD01との関連は不明である。(山本)

３.試掘・確認調査の概要
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第20図　R5-2　調査区平面図・柱状図
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○基本土層
　Ⅰ　黒褐色(10YR 3/2)　表土。現代耕作土。しまり弱、粘性弱。
　Ⅱ　褐灰色( 〃  4/1)　As-A混。しまり強、粘性弱。
　Ⅲa 灰黄褐色(〃 4/2)　As-B混。炭化物を少量含む。しまり強、粘性弱。
　　b 暗褐色( 〃  3/3)　As-B混。黄褐色粒子含む。しまり強、粘性弱。
　Ⅳ　黒色　( 〃  2/1)　As-C混。炭化物、遺物を含む。しまりやや強、粘性やや強。
　Ⅴ　黒褐色( 〃  3/2)　粘質土。軽石状粒子を含む。しまりやや強、粘性強。
　Ⅵ　明黄褐色(2.5Y 7/6) シルト。As-YPを含む。しまり強、粘性弱。

●遺構埋土
　１　黒褐色(10YR 3/1)　カクラン。黄褐色土ブロック多く含む。キャタピラ痕あり。しまり強、粘性弱。
　２　黒色　( 〃  2/1)　粘質土。焼土含む。しまり強、粘性強。
　３　黒色　( 〃  2/1)　黄褐色粒子(φ2〜3mm 10％)、焼土含む。しまり強、粘性強。
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第19図　R5-2　中居町一丁目　調査区位置図

試掘実施箇所

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

（７）R5-2　中居町一丁目 19-1　

　・調査日　令和５年４月６日

【環境】　南西約２kmに南東流する烏川の左岸、

高崎台地上に位置し、標高は現況で88〜89m付

近となる。調査地の北西100mには古墳時代前期

の方形周溝墓がある中居町一丁目遺跡４、北西

200mに古墳時代前期〜中期を中心とした集落を

調査した中居町一丁目遺跡５がある。

【結果】　表土（Ⅰ層)、As-A混土層（Ⅱ層)、

As-B混土層（Ⅲ層）がそれぞれあり、以下には

As-Cが含まれる黒色粘質土層（Ⅳ層)、As-Cを

含まない黒褐色粘質土層（Ⅴ層)、地山の明黄

褐色シルト層（Ⅵ層）が標準土層となる。Ⅳ層より土師器片などが出土するため、同層上面にて遺構確

認を実施した。

　トレンチ西端で竪穴建物１軒（SI01)、東端で２軒（SI02・03）を検出した。遺構検出面はSI01が

GL-45〜50cm（BM-65〜70cm)、SI02がGL-65cm（BM-85cm）となる。SI01・02は埋土に焼土粒子や炭化物

を含み、SI01は土師器片も多数出土する。遺物の様相から平安時代の竪穴建物と推定される。

　そのほか、トレンチ中央付近で南北に走向する畦畔状の高まり１条を検出した。高まりの東側には

As-Bテフラが少量残存している。地形的には東側へとやや下がるため、同高まりより東側に水田域が展

開していた可能性が考えられる。(山本)
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第22図　R5-6　調査区平面図・柱状図
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○基本土層
　Ⅰa 黒褐色(10YR 3/2)　造成土。しまり強、粘性やや強。
    b 暗オリーブ灰色(2.5GY 4/1)　砕石主体の土壌改良層。しまり強、粘性弱。
　　c 黒褐色( 〃  3/1)　As-A混。バラス等混入する。造成土か。しまり強、粘性弱。
　　d 黒褐色( 〃  3/2)　As-B混。造成土。よくしまり、やや粘性。
　　e 黒褐色( 〃  2/2)　黒褐色土やにぶい黄褐色土が混在する。造成土。
　Ⅱa 黒褐色( 〃  3/2)　As-B混。しまり強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  3/1)　As-B混。ややしまり、わずかに粘る。
　Ⅲ　黒褐色(10YR 3/2)　黄橙色シルト(φ2〜3mm 10％)含む。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅳ　黒褐色( 〃  3/1)　As-C混。しまり強、粘性やや強。
　Ⅴ　黒褐色( 〃  2/2)　黄褐色粒子、炭化物少量含む。しまり強、粘性強。
　Ⅵ　黒褐色( 〃  3/2)　漸移層。しまり強、粘性強。
　Ⅶ　明黄褐色(〃 6/6)　シルト。しまり強、粘性強。

●遺構埋土
　Ａ　黒色　( 〃  2/1)　As-C、砂を含む。
　　　　　　　　　　　　ややしまり、やや粘る。
　Ｂ　砂層
　Ｃ　黒色　( 〃  2/1)　Ａ層と同様
　Ｄ　黒褐色( 〃  2/2)　焼土、炭化物を含む。
　　　　　　　　　　　　底面付近にⅦ層ブロック。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
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第21図　R5-6　菅谷町　調査区位置図

試掘実施箇所

0 平面図:1/250 5m

0 断面図:1/40 1m

（８）R5-6　菅谷町字村東 20-103

　・調査日　令和５年４月13日

【環境】　榛名山東南麓の扇状地形に立地し、

標高は現況で120m前後となる。北に菅谷村東遺

跡１〜３・６次、北東に同遺跡４次、南西には

同遺跡５次の各調査がなされ、８〜10世紀の竪

穴建物を中心とした古代の集落のほか、縄文時

代や中世の遺物が確認されている。

【結果】　砕石層下は造成土（Ⅰ層）が概ね

120cmまでおよび、以下にAs-B混土層（Ⅱ層）

黒褐色土（Ⅲ層）、As-C混土層（Ⅳ層)、漸移

層（Ⅵ層)、明黄褐色シルト層（Ⅶ層）となる。

１トレンチ　　GL-100〜120cmまで及ぶ造成土（Ⅰ層）を除去すると、As-Bを含まない黒褐色土層（Ⅲ

層）があるが、Ⅰ層の影響がところどころⅢ層まで及んでいたため、遺構確認を円滑に行うためAs-C混

黒色土層（Ⅳ層）まで掘削し、同層を遺構確認面とした。その結果、竪穴建物４軒を検出した。いずれ

も土師器を主体とするが須恵器片の出土がある。これら遺物は平安期と想定されるため、当該竪穴建物

はいずれも平安時代の遺構と推定される。

２トレンチ　　GL-120cmまで及ぶ造成土（Ⅰ層）を除去し、As-C混黒色土層（Ⅳ層）を遺構確認面とし

た。その結果、溝３条およびピット２基を検出した。出土遺物は平安期に属するものであるため、当該

遺構は平安時代と想定される。（山本）

３.試掘・確認調査の概要
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第24図　R5-7　調査区平面図・柱状図
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    b 黒褐色(10YR 2/1)　造成土。しまり強、粘性弱。
　　c にぶい黄褐色(〃 4/2)　As-B、As-Cを含む。しまり強、粘性弱。
　Ⅱa 黒褐色( 〃  3/2)　自然流路の堆積物。As-B、As-C、砂を含む。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  2/3)　As-B混。As-C、炭化物を含む。しまり強、粘性弱。
　　c 黄褐色( 〃  5/6)　As-B。水の影響か層下位のユニットは不明瞭。
　　　　　　　　　　　　一次堆積に準ずる濃しまり弱、粘性弱。
　　d 黒褐色( 〃  3/2)　砂層。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色( 〃  3/1)　粘質土。しまりやや強、粘性強。
　Ⅳa 黒褐色( 〃  2/2)　As-C混。黄褐色粒子(φ2〜3mm 5％)。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性強。
　　b 黒色　( 〃  2/1)　As-C混。黄褐色粒子(φ2〜3mm 10％)。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
　　c 黒褐色( 〃  3/1)　粘質土。As-Cを含む。しまり強、粘性強。
　Ⅴ　黒褐色( 〃  3/2)　粘質土。鉄分沈着。しまり弱、粘性強。
　Ⅵ　灰黄褐色(〃 5/2)　粘質土。しまりやや弱、粘性強。
　Ⅶ　にぶい黄褐色(〃 4/3)　粘質土。しまり強、粘性やや強。
　Ⅷ　黒色　( 〃  2/1)　硬質の粘質土。しまりとても強、粘性強。
　Ⅸa 黒褐色( 〃  3/1)　粘質土。しまり強、粘性強。
　　b 灰黄褐色(〃 4/2)　粘質土。砂を含む。しまり強、粘性強。
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第23図　R5-7　上里見町　調査区位置図

試掘実施箇所

（９）R5-7　上里見町字田中 1-20他

　・調査日　令和５年４月17日

【環境】　榛名山南麓の室田火砕流により形成

された里見台地と烏川中位段丘との地形変換点

に位置し、標高は現況で190〜192mとなる。東

500m付近に里見Ⅴ-２古墳群が展開しており、上

里見新井遺跡では古墳周堀が調査されている。

【結果】　砕石層下は造成土、以下にはAs-B混

土層（Ⅱ層）が各トレンチで観察される。斜面

上位となる南寄りには部分的にAs-C混土黒色土

層が残存するが、北半については地形が大きく

下がり、As-Bテフラが明瞭に残存する。

３トレンチ　　南端で旧地形が北に大きく落ち込み、以降北へとAs-Bテフラが厚く堆積している。南端

付近ではAs-Bによって埋まった南北軸の溝と、同溝の東側に接した土手状の畦畔が検出された。また、

トレンチ中央付近では東西方向の畦畔１条も確認できた。遺構検出高はGL-140cm（BM-260cm）となる。

４トレンチ　　中央にAs-Bに埋まった溝１条があり、北東側には畦畔が検出された。遺構検出高は畦畔

頂部でGL-120cm（BM-220cm）となる。(山本)
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○基本土層
　Ⅰa 灰黄褐色(10YR 4/2)　表土。As-Bか砂が混入する。しまり強、粘性やや弱。
　　b 灰黄褐色( 〃  4/2)　埋め立て土（既存建物解体時か)。As-B、
　　　　　　　　　　　　　炭化物を含む。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅱa 黒褐色( 〃  3/2)　As-B混。しまりやや弱、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  3/2)　As-B混。粘質土。黄褐色粒子、炭化物を含む。
　　　　　　　　　　　　しまりやや強、粘性やや強。
　Ⅲ　黒色　( 〃  2/1)　As-C混土黒色土。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅳa 黒色　( 〃  2/1)　As-Cが混入しない。硬質化している。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  3/2)　粘質土。上位にⅤ層ブロックが混じる。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性強。
　　c 黒褐色( 〃  3/1)　粘質土。黄褐色粒子、炭化物を含む。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
　　d 黒褐色( 〃  3/1)　粘質土。黄褐色粒子を多く含む。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
　Ⅴ　黄橙色( 〃  8/6)　粘質シルト。しまり強、粘性強。

●遺構埋土
　a　黒色　( 〃  2/1)　As-C混。層上位にはAs-Bか砂が混入する。
　　　　　　　　　　　 明黄褐色粒子(φ1〜2mm 10%)、炭化物、焼土を含む。
　　　　　　　　　　　 土師器片が出土。しまり強、粘性やや弱。
　b　黒褐色( 〃  2/2)　粘質土。As-Cを少量含む。土師質土器片が出土。
　　　　　　　　　　　 しまり強、粘性強。
　c　黒色　( 〃  2/1)　As-C混。Ⅴ層ブロックを含む、S字甕片が出土。
　　　　　　　　　　　 しまり強、粘性やや強。
　d　黒褐色( 〃  3/1)　As-Cを含む。竪穴建物等遺構埋土か。
　　　　　　　　　　　 しまり強、粘性やや弱。
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第25図　R5-9　小八木町　調査区位置図

試掘実施箇所

第26図　R5-9　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

（10）R5-9　小八木町字宅地添 1836-1他

　・調査日　令和５年４月21日

【環境】　井野川左岸に位置し、榛名山東南の

砂礫やローム等の山麓堆積物層上にある。標高

は現況で101m付近となる。調査地の南方には小

八木宅地添遺跡があり、北側には正観寺遺跡が

展開する。

【結果】　

１トレンチ　　As-Cを含む黒色土層（Ⅲ層）上

面を確認面として遺構精査を行った結果、１ト

レンチ西端で竪穴建物１軒（SI01）および中央

東寄りで１軒（SI02）を検出した。遺構確認面

の深度はBM+19〜22cmとなる。

　SI01からはＳ字状口縁台付甕の胴部片が出土することから、古墳時代前期の遺構と推定される。SI02

は埋土がSI01と類似することから、SI02についても古墳時代の遺構である可能性が考えられる。

３トレンチ　　As-Cを混入しない粘質土層（Ⅳ層）上面を中心に遺構精査を実施した結果、トレンチ東

端で竪穴建物１軒を検出した(SI03)。出土遺物の様相から、当該遺構は平安時代に属するものと推定さ

れる。遺構検出面の深度はBM+６cmとなる。

(山本)

３.試掘・確認調査の概要

26



第28図　R5-19　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m
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○基本土層
　Ⅰ　黒褐色(10YR 3/2)　表土。As-B混。しまり弱、粘性弱。
　Ⅱ　暗褐色( 〃  3/3)　As-B混。やや砂質。しまり弱、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色( 〃  3/2)　As-C混。黄橙色粒子(φ1〜2mm 3％)。
　　　　　　　　　　　　As-Bを含まない。しまりやや強、粘性やや強。
　　　　　　　　　　　　層の色調等からHr系テフラ由来の層と推定。
　Ⅳ　黄橙色( 〃  8/8)　Hr-FAか。ブロック状で検出。
　　　　　　　　　　　　しまりやや強、粘性弱。
　Ⅴ　黒色　( 〃  2/1)　As-C混土黒色土(いわゆるC黒)。
　　　　　　　　　　　　しまりやや強、粘性やや弱。
　Ⅵa 黒褐色( 〃  2/2)　As-Cを含まない。しまりやや強、
　　　　　　　　　　　　粘性やや弱。
　　b 黒色　( 〃  2/1)　にぶい黄橙色粒子(φ1〜2mm　5％)。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
　Ⅶ　黄橙色( 〃  7/8)　砂質シルト。しまりやや強、粘性弱。
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第27図　R5-19　中泉町　調査区位置図

試掘実施箇所

（11）R5-19　中泉町字十王堂 81-1他

　・調査日　令和５年５月25日

【環境】　榛名山東南麓の井野川支流唐沢川左

岸に立地する。標高は現況で122m前後となる。

調査地の西方で平安時代集落が調査された中泉

十王堂遺跡がある。

【結果】　

１トレンチ　　遺構確認面はⅤ層上面で、

GL-46〜50cm（BM+５〜-６cm）となる。１トレ

ンチ北側では後世の掘削を受けている箇所があ

るが、トレンチ中央から南側では畠の畝間溝と

推測される北西→南東走向の細い溝３条を検出

した。

２トレンチ　　遺構確認面はⅤ層上面で、GL-66〜-71cm（BM-27〜-36cm）となる。トレンチの西側よ

り、南北走向の細い溝が並行して10条ほど検出され、トレンチ中央付近および東側でも間隔がまばらな

がらも数条が検出されている。１トレンチ同様これは畠遺構の畝間溝と考えられる。トレンチ西端の土

層断面でも畝および畝間溝が観察され、平面検出の遺構と符号する。

　２トレンチ中央付近には竪穴建物３軒がある。各竪穴建物の深さは遺構検出面から概ね20〜50cmとな

る。土層断面で観察される畠遺構を覆う黒褐色土層（Ⅲ層）は、As-Cは混入するがAs-Bを含まず、色調

はやや黄色味がかかる。Hr-FAの影響を受けているものと推測されるため、Ⅲ層の形成は６世紀以降と

推定される。畠遺構はⅢ層の下層より検出されるため、畠遺構はⅢ層形成以前と考えられる。

　一方、竪穴建物の埋土はⅢ層と類似するが遺構内部にはHr-FAは見られないため、遺構の構築や廃絶

は少なくともHr-FA降下以後であろう。したがっ

て竪穴建物は６世紀以降の遺構と推定される。

これらの前後関係は、一部で畠遺構と竪穴建物

跡が重複することとも矛盾しない。(山本)
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○基本土層
　Ⅰ　造成土
　Ⅱa 黒褐色(10YR 3/1)　旧表土。As-B混。しまり強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  2/2)　As-B混やAs-Bが混入する硬質化ブロックが含まれる。近世以降の陶磁器片出土。
　　　　　　　　　　　　しまりやや強、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色(10YR 2/2)　As-Bは含まない。黄褐色粒子(φ1〜2mm 3％)。しまりやや強、粘性やや弱。
　Ⅳ　黄橙色( 〃  8/6)　地山シルト。しまり強、粘性弱。

●遺構埋土（4T SI）
　　　黒褐色(10YR 3/2)　As-Bは含まない。炭化物、焼土のほか、粘土ブロックを含む→カマドの材か。
　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性強。

第29図　R5-20　東国分町　調査区位置図

1T

2T

3T

4T

試掘実施箇所

第30図　R5-20　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

（12）R5-20　東国分町字村前 223-1他

　・調査日　令和５年６月５日

【環境】　南東流する牛池川と染谷川に挟まれ

た台地平坦面上に立地し、標高は現況で127m付

近となる。調査地西50mには上野国分寺跡が所

在する。東100mには上野国分僧寺・尼寺中間地

域があり、東院と推定される掘立柱建物群や井

戸などが調査されている。

【結果】　整地の際の造成土(Ⅰ層)、旧表土

(Ⅱ層)、As-Bを含まない黒褐色土(Ⅲ層)、地山

の黄橙色シルト(Ⅳ層)を標準土層とする。

なお、遺構確認はⅢ層上面でおこなった。

１・３トレンチ　　近現代のカクランにより保存対象となる遺構の検出はないが、土師器、須恵器、布

目瓦、灰釉陶器片などの遺物が出土する。

２トレンチ　　厚い造成土（Ⅰ層）下にAs-Bを含まない黒褐色土（Ⅲ層）があり、遺構はこの面から確

認できる。遺構確認面はⅢ層上面でGL-108cm（BM-67cm）となる。この面において竪穴建物３軒を検出

した。いずれも重複する。遺構検出深度はGL-100〜-110cm（BM-59〜69cm）となる。各竪穴建物の深さ

は、遺構確認面から遺構底面までおよそ10〜20cmである。

４トレンチ　　造成土（Ⅰ層）および旧表土（Ⅱa層）を除去するとすぐさま遺構が露出する。遺構検

出深度はGL-74cm（全体BM-84cm、B区BM-40cm）となる。この面において竪穴建物を複数検出した。重複

するため軒数はおおよそであるが、３〜４軒と推定される。各竪穴建物の深さは遺構確認面から遺構底

面までおよそ60〜70cmとなる。トレンチ西端の竪穴建物は埋土に焼土や炭化物、カマド材と推定される

粘土ブロックを含み、布目瓦片が出土する。カマドに転用したものであろうか。

　２・４トレンチ検出の竪穴建物の年代について詳細は不明であるが、遺構内より布目瓦が出土するこ

とから国分寺創建より遡らず、灰釉陶器片も出土することから９世紀後半以降と想定される。(山本)

３.試掘・確認調査の概要
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第32図　R5-44　調査区平面図・柱状図
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○基本土層
　Ⅰ　　　　　　　　　　造成盛土。As-YPや黄褐色ロームをブロック状にやや多く含む。しまり強、粘性弱。
  Ⅰ’褐灰色(10YR 4/1)　造成盛土。小礫(3〜6cm)やや少。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅱ　灰黄褐色(〃 4/2)　As-A混土。As-B密度やや高。しまり強、粘性弱。
　Ⅱ’灰黄褐色(〃 4/3)　Ⅱ層基調だが、純層のAs-Aをブロック状に多く含む。しまり強、粘性弱。
　Ⅲ　灰褐色( 〃  5/2)　シルト質。As-Bが少し混じるか。C黒。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅳ　黒褐色( 〃  3/2)　As-B混土。As-B密度低。黄褐色粒(1〜3mm)少。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅴ　にぶい黄褐色(〃 4/2)　As-B混土。As-B密度やや低。黄褐色粒(1〜5mm)やや多い。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅵ　黒褐色( 〃  2/2)　As-B混土。As-B密度やや高くザラザラ。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅶ　灰黄褐色(〃 4/2)　地山。細粒砂の凝集層。As-YP粒少。ザラつく。しまり強、粘性弱。
　Ⅷ　にぶい黄褐色(〃 4/3)　地山。Ⅶ層に似るが、より色調明るい。しまり強、粘性弱。
　Ⅸ　黄褐色( 〃  5/6)　地山。細粒砂の凝集層。円礫(10cm)少し含む。しまり強、粘性弱。

　Ａ　黒色　( 〃  2/1)　やや粘質土。Ⅸ層土ブロック(3〜5cm)やや少し含む。As-Cの混入不明瞭。しまりやや強、粘性やや強。
　Ｂ　黒褐色( 〃  3/2)　Ⅶ層に似るが色調暗く、Ⅷ・Ⅸ層土ブロック(3〜6cm)やや少し含む。少しザラつく。しまり強、粘性やや弱。

●遺構埋土
　①　黒色　( 〃  2/1)　ピット埋土。As-B混土。Ⅵ層土に似るがより暗色。As-B密度やや高い。しまりやや強、粘性弱。
　②　黒褐色( 〃  2/2)　ピット埋土。As-B混土。B層土と①層土がブロック状に混ざりあう。しまりやや弱、粘性弱。

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

A

B

Ⅸ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ

Ⅵ

Ⅷ

B

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

B
Pit

①

②

Ⅸ

1T-C1T-B
1T-A

Ⅰ

Ⅰ’
Ⅰ’

Ⅰ’
Ⅱ’

C

B
A

+0.66

-1.20

+0.72

-0.93

×

× ×

×

1T

Pit 掘り込み ?

深掘り

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

第31図　R5-44　上並榎町　調査区位置図

1T

試掘実施箇所

（13）R5-44　上並榎町字八反田 152他

　・調査日　令和５年９月５日

【環境】　調査地は烏川の左岸段丘に連なるお

おむね平坦な台地上にあり、標高は現況で101

〜102mである。調査地付近には消滅した全長

120mの前方後円墳とされる上並榎稲荷山古墳が

ある。

【結果】　１トレンチでは、１m以上の造成盛

土層が堆積し、下層にはAs-A混土層（Ⅱ層）、

As-B混土層が現地表下160〜170㎝まで堆積して

おり、As-Bの一次堆積層は残存していなかった。

　As-B混土層下には黒色土層（Ａ層）や黒褐色

土層（Ｂ層）が厚さ25〜45㎝以上認められ、西から東に向かって高くなる。トレンチ東端の土層断面で

は黒褐色土層（Ｂ層）と地山層（Ⅶ・Ⅷ層）の色調や夾雑物の違いが認められ、何らかの掘りこみが存

在する可能性がある。調査地の位置から稲荷山古墳の周堀に関連する掘りこみの可能性も考えられるが、

狭小で限定的なトレンチ調査であることから、稲荷山古墳の周堀か否かは今後の調査成果の蓄積をもと

に慎重に判断するべきであろう。

　なお、トレンチ西側はAs-B混土下からの湧水により、黒色土層（Ａ層）下層の土層堆積は確認できな

かった。また、トレンチ東側では現地表下142㎝で中世期以降と推定されるピットが２基検出された。

(南雲)
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第34図　R5-44　調査区平面図・柱状図

○基本土層
　Ⅰ　　　　　　　　　　　　　造成盛土。
　Ⅱ　灰黄褐色 (10YR 4/2)　　 水田耕作土。鉄分小ブロック少。しまり強、粘性弱。しまりやや強、粘性やや強。
　Ⅱ'　明褐色 (7.5YR 5/6) 水田耕作土。鉄分沈着により全体赤褐色味あり。しまり強、粘性弱。
　Ⅲ　灰黄褐色 (10YR 4/2) As-B混。As-B密度やや高。黄褐色粒(φ2～4mm)少。しまり強、粘性弱。
　Ⅳ　黒褐色 (10YR 2/2) As-B混。As-B密度高。しまり強、粘性弱。
　Ⅴ　にぶい黄褐色(10YR 5/3)  As-B一次堆積層か。ユニット不明瞭だが純度高い。しまり強、粘性弱。
　Ⅴ'　黒褐色 (10YR 3/2) As-B混土。Ⅴ層のAs-Bがカクハンにより混土化を受けるが、部分的に純度の高い
　　　　　　　　　　　　　　　As-Bがブロック状に混じる。しまり強、粘性弱。
　Ⅵ　黒褐色 (10YR 3/2) 粘質土。夾雑物少ない。橙色粒(φ1～3mm)少。しまり強、粘性強。
　Ⅶ　灰黄褐色 (10YR 4/2) 粘質土。橙色粒(φ1～3mm)やや少。しまり強、粘性強。
　Ⅷ　灰黄褐色 (10YR 4/2) 粘質土。橙色粒(φ1～3mm)多。鉄分小ブロックやや少。しまり強、粘性強。
　Ⅸ　黒褐色 (10YR 2/2) 粘質土。橙色粒(φ1～3mm)少。しまりやや強、粘性強。
　Ⅸ' 　　　　　　　　　　　　Ⅸ層基調。A'層土を小ブロック状に少し含み、少し砂質感あり。橙色粒(φ1～5mm)やや少。
　　　　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
　Ⅹ　黒褐色 (10YR 2/2) 粘質土。橙色粒(φ1～3mm)やや少。As-Cを少し含むか。しまりやや強、粘性強。
　Ａ　明黄褐色(10YR 6/8)　　　地山。高崎泥流層上面。しまり強、粘性弱。
　Ａ' にぶい黄褐色 (10YR 4/3) 地山か。A"層に似るが色調暗い。しまり強、粘性弱。高崎泥流層か。
　Ａ" にぶい黄橙色 (10YR 7/3) 地山。高崎泥流層。小礫(φ2～4cm)少。しまり強、粘性弱。
　①　にぶい黄褐色 (10YR 4/3) As-B混。As-B密度やや低く下層土をブロック状に含む。ザラつく。しまり強、粘性弱。
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第33図　R5-45　倉賀野町　調査区位置図
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試掘実施箇所

（14）R5-45　倉賀野町字下正六 605-1

　・調査日　令和５年９月６日

【環境】　調査地は烏川左岸の北西から南東方

向にのびる台地上、標高82m前後に立地する。

調査地の東隣には小鶴巻古墳、南側には大鶴巻

古墳などの前方後円墳が所在する。

【結果】　１トレンチ　　現地表下100㎝前後

でAs-B層（Ⅴ層）があり、小鶴巻古墳の周堀内

と推定される。As-B層は南から北に向かって高

くなる状況が確認された。トレンチ北端のサブ

トレではAs-B層が８cm程度堆積しておりAs-B層

の下層には粘質土の堆積（Ⅵ〜Ⅹ層）を60㎝以

上確認したが、GL-172cm前後の湧水により基底面は検出できなかった。

２トレンチ　　現地表下92㎝でAs-B層（Ⅴ層）があり、小鶴巻古墳の周堀内と推定される。基底面は現

地表下128〜142㎝で検出され、周堀が南→北に向かって高くなる状況が認められた。トレンチ北端では

As-B層（Ⅴ層）が残存せず、混土化していたことから小鶴巻古墳の北側周堀の外側の立ち上がりが近い

可能性が考えられる。

３トレンチ　　現地表下66㎝で高崎泥流層（Ａ層）が検出され、周堀の外側と考えられる。なお、高崎

泥流層上面では遺構は確認できなかった。

４トレンチ　　現地表下87㎝で小鶴巻古墳の西側周堀の外側の立ち上がりを確認した。周堀は地山の高

崎泥流層を掘りこみ、基底面の深さは23㎝であった。４トレンチの周堀の立ち上がりは調査地南側の過

年度試掘調査（R2-13、R2-79）により確認された立ち上がりと同一のものと考えられる。(南雲)

３.試掘・確認調査の概要
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第36図　R5-49　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

○基本土層
　 1　灰褐色土(10YR 4/1)　As-A、As-B混じる。粘性なく軟弱(現耕作土)。
　 2　黒褐色土( 〃  3/1)　As-B混じる。やや粘質でしまりあり。
　 3　明黄褐色土(〃 6/6)　Hr-FA層（純堆積層）
　 4　黒色土　( 〃  2/1)　As-C混じる黒ボク土。やや粘質でしまりあり。
　 5　黒色土　(〃 1.7/1)　As-Cを多量に混じる。
 　6　黒褐色土( 〃  2/2)　白色粒、黄色粒(1%)混じる。粘質でしまりあり。
　 ＊ 6'　夾雑物は6層に同じ。土色がやや明るい(10YR 3/2)
　 7　にぶい黄橙色(〃6/3) 基盤層
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第35図　R5-49　菅谷町　調査区位置図
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試掘実施箇所

（15）R5-49　菅谷町字高畑813,高貝戸725他

      (菅谷土地区画整理事業25-2街区の一部)

　・調査日　令和５年９月19日

【環境】　相馬ヶ原扇状地から前橋台地へ移行

する地帯、標高114m前後に立地する。周辺では

菅谷地区区画整理事業関連の調査（菅谷高畑遺

跡等）で古代集落等を検出している。

【結果】　

１トレンチ　　竪穴建物１軒(SI01)、溝跡１条

(SD01)、土坑１基(SK01)、その他ピット１基を

検出した。遺物は奈良・平安時代の土師器や須

恵器片が少量出土することから、当該時期の遺

構と推定される。

２トレンチ　　竪穴建物２軒(SI02、03)、溝跡２条(SD02、03)を検出した。１トレンチ同様に遺物は

奈良・平安時代の土師器や須恵器片が出土することから、当該時期の遺構と推定される。

３トレンチ　　溝跡２条(SD04、05)、大型の溝もしくは土坑１基を検出した。出土遺物はない。

４トレンチ　　溝跡２条(SD06、07)を検出した。出土遺物はない。（清水）
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第37図　R5-51　岩鼻町　調査区位置図

試掘実施箇所
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（16）R5-51　岩鼻町字天神 233-1

　・調査日　令和５年10月４・５日

【環境】

　榛名山東南麓から流れる井野川と利根川支流

の烏川の合流地点に近い左岸の自然堤防上に立

地する。調査地の標高は現況で70mである。調

査地の北東には不動山古墳や綿貫観音山古墳な

どを中核とする綿貫古墳群があり、調査地東の

岩鼻天神遺跡では竪穴建物跡や６世紀代の古墳

が確認されている。

【結果】

１トレンチ

　高崎泥流層（Ⅶ層）上面で、古墳（SZ01）の南北の周堀を検出した。SZ01周堀の北側の幅は約1.6m、

南側の幅は約1.5mで、墳丘は削平され撹乱の掘りこみが認められた。周堀の検出面は北側が現地表下

177㎝、南側が現地表下158㎝であり、基底面までの深さは北側が23㎝、南側が44㎝である。周堀の埋土

中や上層のAs-B混土中からは円筒埴輪片や葺石の崩落と思われる円礫（径20〜30cm）が出土した。周堀

の形状から墳丘長８m前後の円墳の可能性があり、埴輪をもつことから築造は６世紀代と推定される。

なお、上毛古墳綜覧には記載漏れの古墳である。

２トレンチ

　南北方向の溝１条（SD01）、SD01と重複する溝１条（SD02）を検出した。SD01は現地表下145㎝の高

崎泥流層（Ⅶ′層）上面で検出され、幅は約3.5m、基底面までの深さは50㎝、平面形状はわずかに弧を

描き、埋土はAs-Bを含まない地山ブロック混土であるため、古墳の周堀の可能性が考えられる。この

SD01が古墳の周堀ならば、上毛古墳綜覧漏れの古墳となる。SD02はSD01を掘りこんで形成され、埋土に

As-Bを多く含むことから時期は中世以降と推定される。なお、遺物や円礫などの出土は認められなかっ

た。

３トレンチ

　現地表下138㎝の黒褐色シルト質土上面で土坑１基（SK01）・溝１条（SD03）・ピット６基を検出し

た。SK01の検出長60㎝、幅35㎝で深さは34㎝である。埋土はAs-Bを含まず、土師器片が出土しており、

時期は古代以前と推定される。SD03は南北方向に走行し、埋土にはAs-Bを多く含むことから時期は中世

以降と思われる。ピットは埋土にAs-Bを含まないものが多いため、時期は古代以前の可能性がある。

４トレンチ

　盛土造成土中に南北方向のコンクリート基礎などが広範囲に認められたため、掘削を断念し、位置を

西にずらして再度トレンチ設定（5T）し掘削を行った。

５トレンチ

　現地表下150㎝のシルト質土（Ⅵ層）上面で溝１条（SD04）・ピット１基を検出した。SD04の検出範

囲はわずかであるが、平面形状はわずかに弧を描き、埋土はAs-Bを含まないことから古墳の周堀の可能

性がある。なお、基底面までの深さは23㎝である。また、SD04が古墳の周堀ならば、上毛古墳綜覧に記

載された古墳（岩鼻村第４古墳）の可能性がある。ピットは埋土にAs-Bを含まないことから時期は古代

以前の可能性がある。(南雲)

３.試掘・確認調査の概要

32



第38図　R5-51　調査区平面図・柱状図
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○基本土層
　Ⅰ　　　　　　　　　　　　盛土造成土。
　Ⅱ　黒褐色 (10YR 3/2) As-A・B混土。旧表土。炭粒混じる。しまり強、粘性弱。
　Ⅲ　黒褐色 (10YR 3/2) As-B混土。As-B密度やや低。しまり強、粘性弱。
　Ⅲ' 　　　　　　　　　　 Ⅲ層基調。埴輪片や径20〜30cmの円礫(崩落葺石か?)が混じる。
　Ⅳ　黒褐色 (10YR 3/2) As-B混土。As-B密度やや高く、Ⅴ層土をブロック状にやや多く含む。しまり強、粘性弱。
　Ⅴ　黒褐色 (10YR 2/2) As-B混土。As-B密度やや高く、黒色味強い。中世面に該当する。しまりやや強、粘性弱。
　Ⅵ　黒褐色 (10YR 3/2) シルト質土、As-C含まず。しまり強、粘性強。
　Ⅶ　明黄褐色 (10YR 6/6) 地山。高崎泥流層。小礫(φ5cm)やや多く含む。しまり強、粘性弱。
　Ⅶ' 黄褐色 (10YR 5/6) 地山。高崎泥流層。シルト質土。しまり強、粘性やや強。
　
●遺構埋土
　①　暗褐色 (10YR 3/3) SZ01周堀埋土。Ⅶ層土ブロック(φ5cm)、小礫がやや少し混じる。しまりやや強、粘性やや弱。
　②　黒褐色 (10YR 3/2) SD01埋土。Ⅵ層土を多く含むが、黒色味強く、小礫(φ4〜6cm)少。しまりやや強、粘性やや強。古墳周堀か。
　③　暗褐色 (10YR 3/3) SD01埋土。Ⅶ層土をブロック状にやや含む。しまり強、粘性強。古墳周堀か。
　④　黒褐色 (10YR 2/2) SK01埋土。As-B含まず。Ⅶ層土小ブロック少。しまり強、粘性やや強。
　⑤　黒褐色 (10YR 2/2) SD04埋土。As-B含まず。下部にⅦ層土粒を少し含む。しまり強、粘性やや強。古墳周堀か。
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第40図　R5-53　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

○基本土層
　Ⅰ　褐色 (10YR 4/4)　　　 　盛土造成土。上部は砕石主体で下部は礫混じりの粘質土。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅱ　褐灰色 (10YR 4/1)　　　 造成前の水田床土。As-A・Bを少し含む。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅲ　黒褐色 (10YR 3/2)　　 　As-B混土。As-B密度低く、下層の橙色粒をやや少し含む。しまり強、粘性弱。
　Ⅲ' 黒褐色 (10YR 2/3)　　 　As-B混土。砂質。ややしまる。②層に似る。
　Ⅳ　にぶい黄褐色 (10YR 4/3) 地山か。橙色粒(φ1〜5mm)多く含み、全体赤褐色味をおびる。しまり強、粘性強。
　Ⅴ　暗褐色 (10YR 3/3)　　 　シルト。黄色ブロック混。よくしまる。
　①　As-B一次堆積層。

●遺構埋土
　②　暗褐色 (10YR 3/3)　　 　中堤の盛土の崩落土か。Ⅳ層に似るが少し暗色で、橙色粒の混入量が
　　　　　　　　　　　　　　　わずかに少ない。しまり強、粘性やや強。

-100cm

BM=   0cm



第42図　R5-62　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

○基本土層
　Ⅰ　　　　　　　　 　　　　砕石主体の現表土。
　Ⅱ　黒褐色 (10YR 3/2)　　　盛土造成土。As-A・B混土。ゴミ混じる。硬くしまる。しまり強、粘性弱。
　Ⅲ　暗褐色 (10YR 3/3)　　　盛土造成土か。As-A・B混土。炭粒少。硬くしまる。しまり強、粘性弱。
　Ⅳa 黒褐色 (10YR 2/2)　　　As-B混土。As-B密度やや高。暗褐色土ブロックやや少。しまり強、粘性弱。
　Ⅳb 黒色 (10YR 2/1)　　　　As-B混土。As-B密度高く、Ⅳa層より暗色。しまり強、粘性弱。中世面に該当する。
　Ⅴa 黒褐色 (10YR 3/2)　　　やや粘質土。As-C混土。As-C密度低。しまり強、粘性やや強。古代に該当する。
　Ⅴb 暗褐色 (10YR 3/3)　　　やや粘質土。As-C混土。As-C密度やや低く、Ⅴa層より褐色味強い。しまり強、粘性強。古代に該当する。
　Ⅵ  黒色 (10YR 2/1)　　　　As-C混土。As-C密度高く、砂質感やや強い。しまり強、粘性やや弱。「C黒」に相当。
　Ⅶ　黒褐色 (10YR 3/2)　　　シルト質土。As-C含まず。細粒砂やや混じる。下層土をブロック状にやや少し含む。しまり強、粘性やや強。
　Ⅶ' 黒色 (10YR 2/1)　　　　Ⅶ層に似るが、砂の混入不明瞭。しまり強、粘性やや強。
　Ⅷ　にぶい黄褐色(10YR 4/3) シルト質土。As-C含まず。細粒砂混じり。しまり強、粘性やや強。
　Ａ　黒褐色 (10YR 3/1)　　　As-C含まず。橙色粒少。微高地の土か。しまり強、粘性弱。
  Ｂ　黒褐色 (10YR 3/2)　　　漸移層。下層土をブロック状にやや含む。しまり強、粘性弱。
　Ｃ　褐色 (10YR 4/4)　　　　地山。硬質。しまり強、粘性弱。

●遺構埋土
　ST01(土坑墓）
　①　にぶい黄褐色(10YR 4/3) As-B混土。As-B密度やや低。しまり強、粘性弱。
　②　黒褐色 (10YR 3/2)　　　As-B混土。As-B密度やや低。Ⅳb層土ブロックやや多。しまり強、粘性強。
　③　灰黄褐色 (10YR 4/2)　　As-B混土。As-B密度やや高。Ⅴb層土をブロック状にやや多。下部から人骨が出土する。しまり強、粘性弱。

　畠跡
　①　黄褐色 (10YR 5/6)　　　畠のサク内。Hr-FA二次堆積ブロック(φ4〜6cm)主体。硬くしまる。しまり強、粘性弱。
　②　黒褐色 (10YR 3/2)　　　畠のサク内。FA含まず。Ⅴb層に少し似る。Ⅵ層土ブロック少。しまりやや弱、粘性弱。
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第41図　R5-62　東国分町　調査区位置図

試掘実施箇所

3T

2T

1T

（18）R5-62　東国分町字村前 215-1他

　・調査日　令和５年11月８・９日

　・調査内容

【環境】　調査地の標高は現況で127mである。

調査地の約300m西に上野国分寺跡、約200m東に

国分尼寺跡が所在する。

【結果】

１〜３トレンチ　　現地表下138〜156㎝のAs-C

混黒色土（Ⅵ層）上面で畠のサクを検出した。

サク内には二次堆積化したHr-FAブロックが混

入しており、時期は古墳時代後期以降と推定さ

れる。サクの主軸は南北、北西−南東方向であ

り、幅は40〜50cm、深さは10〜18㎝程度であった。

調査地西隣の上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡で

は古墳時代後期以降の畠のサクが検出されており、

調査地付近は畠作地帯であったと推定される。

１トレンチ東端　　現地表下42cmのAs-B混土上面

で中世期の土坑墓を検出した。規模は幅70㎝、深

さ53㎝で、底面付近に人の頭蓋骨の後頭部、頸椎

を確認した。頭北面西右脇臥で埋葬されたものと

推定される。(南雲)
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第44図　R5-71　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

0 1:20 1m
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○基本土層
　Ⅰa にぶい黄褐色(10YR 5/3)　造成。砕石。しまりやや強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  3/2)　　As-A、As-B混土。近現代ゴミを含む。しまりやや弱、粘性やや弱。
　　c 黒色　( 〃  2/1)　　造成。As-A混土。しまり強、粘性弱。
　Ⅱa 黒褐色( 〃  3/1)　　As-Cは顕著でない。しまりやや強、粘性やや弱。
　　b 灰黄褐色(〃 4/2)　　下層のロームが混在。しまりやや弱、粘性やや弱。
　Ⅲa 明黄褐色(2.5Y 7/6)　ローム。しまり強、粘性弱。
　　b 明黄褐色(10YR 6/6)　漸移層。ローム、As-YPを含む。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅳ　黄橙色( 〃  7/8)　　As-YP。しまりやや強、粘性弱。

●遺構埋土
　①　黒褐色(10YR 2/3)　　As-C、As-YP、焼土を含む。しまりやや強、粘性やや強。
　②　黒褐色( 〃  2/2)　　①層と近似する。しまりやや強、粘性やや強。
　③　黒色　( 〃  2/1)　　As-C、As-YP、ロームブロックを含む。しまりやや弱、粘性やや弱。
　④　にぶい黄褐色(〃 4/3)　As-YPを多量に含む。貯蔵穴か。しまり弱、粘性弱。
　⑤　黒褐色( 〃  3/2)　　As-C、As-YP、焼土、土器を含む。しまり強、粘性やや強。
　⑥　暗褐色( 〃  3/3)　　As-C、As-YP、焼土、炭化物、土器を含む。しまりやや強、粘性やや弱。
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第43図　R5-71　若田町　調査区位置図

試掘実施箇所

（19）R5-71　若田町字清水久保 70-1

　・調査日　令和５年12月14・15日

【環境】　烏川と碓氷川に挟まれた八幡台地上

にあり、安中市境にほど近い高崎市域の西端に

位置する。標高は現況で148m付近となる。調査

地を含む一帯は多数の遺跡が所在する。直近で

は、北東350mに若田屋敷裏遺跡、同750mに若田

坂上遺跡、南東600mに史跡観音塚古墳、同750m

に平塚古墳や八幡遺跡が所在する。

【結果】　１トレンチ　　Ⅲ層上面にて竪穴建

物２軒、ピット２基、溝２条を検出した。遺構

確認面はⅢ層上面で、BL-2〜-58cm（GL-67〜

-100cm）となる。竪穴建物のうち、SI01にサブトレンチを掘削したところ、遺構確認面から遺構底面ま

では約80cmあった。出土する土器の様相から平安時代の遺構と推測される。

２トレンチ　　Ⅲ層上面にて竪穴建物１軒（規模が大きいため重複の可能性あり）、ピット６基、溝１

条を検出した。遺構確認面はⅢ層上面で、BL-2〜-50cm（GL-76〜-110cm）となる。SI03は遺構確認面か

ら約40cmの深さまで黒色土の埋土を持ち、以下には同80cmまでAs-YPを多量に含む。遺構南西隅にあた

る位置でサブトレンチを掘削をしたところ、深さ80cmの不整円形の掘り込みになった。諸条件から貯蔵

穴を想定している。竪穴建物の底面までの深さは遺構確認面から40cmと推定される。遺物は土師器を中

心に少量の須恵器も出土し、その様相から平安時代の遺構と考えられる。(山本)

３.試掘・確認調査の概要
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第44図　R5-71　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m
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○基本土層
　Ⅰa にぶい黄褐色(10YR 5/3)　造成。砕石。しまりやや強、粘性弱。
　　b 黒褐色( 〃  3/2)　　As-A、As-B混土。近現代ゴミを含む。しまりやや弱、粘性やや弱。
　　c 黒色　( 〃  2/1)　　造成。As-A混土。しまり強、粘性弱。
　Ⅱa 黒褐色( 〃  3/1)　　As-Cは顕著でない。しまりやや強、粘性やや弱。
　　b 灰黄褐色(〃 4/2)　　下層のロームが混在。しまりやや弱、粘性やや弱。
　Ⅲa 明黄褐色(2.5Y 7/6)　ローム。しまり強、粘性弱。
　　b 明黄褐色(10YR 6/6)　漸移層。ローム、As-YPを含む。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅳ　黄橙色( 〃  7/8)　　As-YP。しまりやや強、粘性弱。

●遺構埋土
　①　黒褐色(10YR 2/3)　　As-C、As-YP、焼土を含む。しまりやや強、粘性やや強。
　②　黒褐色( 〃  2/2)　　①層と近似する。しまりやや強、粘性やや強。
　③　黒色　( 〃  2/1)　　As-C、As-YP、ロームブロックを含む。しまりやや弱、粘性やや弱。
　④　にぶい黄褐色(〃 4/3)　As-YPを多量に含む。貯蔵穴か。しまり弱、粘性弱。
　⑤　黒褐色( 〃  3/2)　　As-C、As-YP、焼土、土器を含む。しまり強、粘性やや強。
　⑥　暗褐色( 〃  3/3)　　As-C、As-YP、焼土、炭化物、土器を含む。しまりやや強、粘性やや弱。

+0.59

+0.44

+0.82

+0.66 +0.65

+0.00

+0.73
+0.69

+0.69 +0.67

-0.39

+0.02 +0.06 -0.15 -0.17

-0.17

-0.24

+0.65

+0.61
+0.60

+0.53

+0.63 +0.56

-0.12

-0.13
-0.08

-0.14

-0.18

-0.09 -0.33

-0.52

-0.52

-0.92

(深掘り)

(深掘り)

(深掘り)

A

A
B

SI03柱

SI02

SI03

SI01 SD

SD Pit

Pit

SD
B

2T

1T

第43図　R5-71　若田町　調査区位置図

試掘実施箇所

（19）R5-71　若田町字清水久保 70-1

　・調査日　令和５年12月14・15日

【環境】　烏川と碓氷川に挟まれた八幡台地上

にあり、安中市境にほど近い高崎市域の西端に

位置する。標高は現況で148m付近となる。調査

地を含む一帯は多数の遺跡が所在する。直近で

は、北東350mに若田屋敷裏遺跡、同750mに若田

坂上遺跡、南東600mに史跡観音塚古墳、同750m

に平塚古墳や八幡遺跡が所在する。

【結果】　１トレンチ　　Ⅲ層上面にて竪穴建

物２軒、ピット２基、溝２条を検出した。遺構

確認面はⅢ層上面で、BL-2〜-58cm（GL-67〜

-100cm）となる。竪穴建物のうち、SI01にサブトレンチを掘削したところ、遺構確認面から遺構底面ま

では約80cmあった。出土する土器の様相から平安時代の遺構と推測される。

２トレンチ　　Ⅲ層上面にて竪穴建物１軒（規模が大きいため重複の可能性あり）、ピット６基、溝１

条を検出した。遺構確認面はⅢ層上面で、BL-2〜-50cm（GL-76〜-110cm）となる。SI03は遺構確認面か

ら約40cmの深さまで黒色土の埋土を持ち、以下には同80cmまでAs-YPを多量に含む。遺構南西隅にあた

る位置でサブトレンチを掘削をしたところ、深さ80cmの不整円形の掘り込みになった。諸条件から貯蔵

穴を想定している。竪穴建物の底面までの深さは遺構確認面から40cmと推定される。遺物は土師器を中

心に少量の須恵器も出土し、その様相から平安時代の遺構と考えられる。(山本)

３.試掘・確認調査の概要
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第46図　R5-73　調査区平面図・柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m
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○基本土層
　Ⅰa 暗褐色(10YR 3/3)　　埋め立て土。しまり強、粘性弱。
　　b 灰黄褐色(〃 4/2)　　As-A、As-B混土。しまり弱、粘性弱。　
　Ⅱ　黒褐色( 〃  3/1)　　黄褐色土ブロック(φ1〜2cm　5％)。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅲ　にぶい黄褐色(〃 4/2)　シルト。地山。しまり強、粘性やや弱。

●遺構埋土
　①　黒褐色( 〃  3/2)　　As-C混(わずか)。焼土、炭化物を少量含む。しまり強、粘性やや強。
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第45図　R5-73　上佐野町　調査区位置図

1T

2T

試掘実施箇所

（20）R5-73　上佐野町字舟橋 170他

　・調査日　令和５年12月19日

【環境】　烏川の左岸、高崎台地上にあり、標

高は現況で84m付近となる。調査地近辺の上佐

野地区は多数の古墳が所在する一大古墳群であ

る。調査地周囲には上佐野舟橋遺跡があり、南

50mの上佐野舟橋遺跡４では円墳複数基が調査

されている。

【結果】

１トレンチ　　Ⅲ層上面において竪穴建物１軒

（SI01）、小規模なピット１基（Pit）をそれ

ぞれ検出した。SI01の遺構確認面はBM-79cm　

（GL-92cm)であるが、土層断面状況よりⅡ層上面から掘り込んでいることが看取されるため、実際の遺

構構築面はBM-51cm（GL-64cm）となる。遺構を一部断ち割ったところ、遺構確認面より50cm以上深く下

がることが分かった。SI01は埋土中よりＳ字状口縁台付甕の破片や５世紀代土師器高坏脚部を出土する

ため、５世紀代以降の遺構と考えられる。

２トレンチ　　Ⅲ層上面にて竪穴建物１軒（SI02）、土坑１基（SK）を検出した。SI02の確認面は

BM-85cm（GL-81cm）であるが、土層断面状況よりⅡ層上面から掘り込んでいることが看取されるため、

実際の遺構構築面はBM-46〜69cm（GL-54〜65cm）となる。遺構を一部断ち割ったところ、遺構底面は

BM-104cm（GL-108cm）となり、遺構深度は40cm内外と考えられる。SI02の南側では、ほぼ完形で直立す

る長胴甕、隣接して正位に置かれた模倣坏が出土した。両土器の周囲には焼土が多く、炭化物も少量観

察される。これらはカマド周りの状況と類似することからSI02に伴うカマド施設であると推測される。

遺構は遺物の年代観から６世紀後半〜７世紀代と推定される。(山本)
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第48図　R5-74　柱状図

0 平面図:1/200 5m

0 断面図:1/40 1m

○基本土層
　Ⅰ　　　　　　　　　　　盛土造成土。砕石や硬質土主体。
　Ⅱa 黒色　　(10YR 2/1)　旧表土。草類やゴミを多く含む。

　しまり強、粘性なし。
　　b 黒褐色　( 〃  3/1)　旧耕作土。As-A・B混土。下部に　
　　　　　　　　　　　　　鉄分沈着層あり。しまり強、
　　　　　　　　　　　　　粘性なし。
　Ⅲ　黒褐色 （ 〃  3/2)　As-A・B混土。炭粒少。ゴミ含む。
　　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性なし。
　Ⅳ　黒褐色 （ 〃  3/2)　やや砂質土。As-B含まず。As-C
　　　　　　　　　　　　　やや少。しまり強、粘性やや弱。
　　　　　　　　　　　　　古代に該当するか。
　Ⅴa 黒色　 （ 〃  2/1)　As-C混土。少し粘質土。As-C密度
　　　　　　　　　　　　　やや低。しまりやや強、粘性やや
　　　　　　　　　　　　　弱。
　Ⅴb 黒褐色  ( 〃  2/2)　As-C混土。やや砂質土。As-C密度
　　　　　　　　　　　　　やや高。しまり強、粘性やや弱。
　Ⅵa 黒色　  ( 〃  2/1)　少し粘質土。As-C含まず。白色・
　　　　　　　　　　　　　橙色粒（1〜3㎜）少。しまり強、
　　　　　　　　　　　　　粘性やや弱。
　Ⅵb 黒褐色　( 〃  2/2)　やや粘質土。As-C含まず。下層土
　　　　　　　　　　　　　を粒状、小ブロック状に少し含
　　　　　　　　　　　　　む。Ⅵa層より色調明るい。
　　　　　　　　　　　　　しまり強、粘性やや強。
　Ⅶ　灰黄褐色( 〃  4/2)  漸移層。やや粘質土。下層土を
　　　　　　　　　　　　　やや多く含む。しまり強、
　　　　　　　　　　　　　粘性やや強。
　Ⅷa 黄褐色　( 〃  5/6)　地山。やや硬質土。しまり強、
　　　　　　　　　　　　　粘性弱。1Tで検出。
　Ⅷb にぶい黄橙色(〃 7/3) 地山。粘質土。しまり強、
　　　　　　　　　　　　　粘性強。
　Ⅷc 灰黄褐色( 〃  6/2)　地山。やや粘質土。しまり強、
　　　　　　　　　　　　　粘性やや強。2〜5Tで検出。
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第47図　R5-74　引間町　調査区位置図

試掘実施箇所
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1T

遺構検出面

（21）R5-74　引間町字松葉 2-1,3-1

　・調査日　令和５年12月21・22日

【環境】　相馬ヶ原扇状地端部が平坦な前橋台

地へと移行する地域に位置する。調査地の北東

には上野国分寺跡、国分尼寺跡があり、周辺遺

跡では古墳から奈良・平安時代の集落や中世の

館跡、墓跡が確認されている。

【結果】

１トレンチ　　竪穴建物４〜５軒、土坑１基、

ピット２基を検出した。SI01、SI04は現地表下

100㎝の黒色土（Ⅵa層）上面で確認でき、古墳

時代後期から平安時代と推定される。SI01は深

さ64㎝で貼床面が確認された。SI04はトレンチ南壁にてカマドと推定される黄褐色ロームと焼土範囲で

あり、SI01の東カマドの可能性もあるが、別の竪穴建物とした。SI02、SI03は現地表下76㎝の黒褐色土

上面で確認でき、時期は平安時代と推定される。SI02は深さ58cmで貼床面が確認でき、東カマド付近か

らは須恵器の甕片や瓦片が出土した。瓦片はカマドの構築材として転用された可能性がある。土坑　　

（SK01）は現地表下122㎝の地山層（Ⅷa層）上面で検出され、埋土中から土師器片や鉄滓、鉄製品（鉋

か）が出土した。時期は古墳〜平安時代と推定され、粘土採掘坑の可能性がある。

２トレンチ　　ほぼ全域に礫を含む撹乱がおよんでいたが、トレンチ西端にて竪穴建物１軒を検出した。

竪穴建物（SI05）は現地表下56cmのAs-C混土（Ⅴb層）上面で検出され、検出範囲は南西隅のコーナー

部分のみであるが、埋土から須恵器の高台付　が出土した。時期は平安時代と推定される。

３トレンチ　　調査面は地山面（Ⅷc層）上面で、遺構は確認できなかった。

４トレンチ　　調査面は地山面（Ⅷc層）上面で、As-Bを含まないピットを１基検出した。トレンチ南

半部は２トレンチと同様に撹乱が広くおよんでおり、遺構は確認できなかった。

５トレンチ　　調査面は地山面（Ⅷc層）上面で、遺構は確認できなかった。（南雲）

　埦
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第49図　R5-74　調査区平面図

0 平面図:1/250 5m

0 断面図:1/40 1m

●遺構埋土
　①　黒色　　(10YR 2/1)　SK01埋土。やや砂質土。As-C少。Ⅷa層粒・ブロック少し含むが、部分的に多く混入する。しまり強、粘性弱。
　②　灰黄褐色( 〃  4/2)　SI01埋土。As-Cやや少。Ⅶ・Ⅷa層土粒・小ブロックやや多。しまり強、粘性弱。
　③　灰黄褐色( 〃  4/2)　SI01埋土。As-C少。Ⅶ・Ⅷa層土粒・ブロック（2〜3cm）やや多。しまり強、粘性弱。
　④　にぶい黄褐色(〃 4/2) SI01貼床土。Ⅷb層土ブロック多く含み、硬化や光沢感やや強い。しまり強、粘性なし。
　⑤  黒褐色  ( 〃  3/2)　SI02埋土。砂質土。As-Cやや少。⑦層に似るが、より砂質感あり。しまり強、粘性弱。
　⑥　黒褐色　( 〃  2/2)　SI02埋土。やや砂質土。As-Cやや少。Ⅶ層土粒や炭粒やや少。しまり強、粘性やや弱。
　⑦　黒褐色　( 〃  2/2)　SI02貼床土。硬化・光沢感強い。しまり強、粘性なし。
　⑧　黒褐色　( 〃  3/2)　やや砂質土。Ⅳ層に似るが、Ⅶ層土ブロック少し含む。しまり強、粘性弱。遺構の埋土か？
　⑨　黒褐色　( 〃  2/2)　砂質土。Ⅴb層に似るが、As-Cをやや多く含む。Ⅶ層土粒を少し含む。しまり強、粘性弱。遺構の埋土か？
　⑩　灰黄褐色( 〃  4/2)　SI05埋土。As-Cやや多。Ⅷc層土粒・小ブロック少。須恵器（高台付埦）が混じる。しまり強、粘性弱。
　⑪　黒褐色　( 〃  3/2)　SI05埋土。As-C少。Ⅶ・Ⅷc層土粒やや少。しまり強、粘性やや弱。
　⑫  にぶい黄褐色(〃 4/3) SI05貼床土。Ⅷc層土ブロックやや多く含み、硬化やや強く、光沢感ややあり。しまり強、粘性なし。
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第50図　金古如来古墳群(第２次調査)　調査区位置図

金古如来古墳群
(第２次調査)

４.緊急発掘調査の概要

（１）金古如来古墳群（第２次調査）

　・遺跡番号　847

　・所在地　　高崎市金古町字如来754番１

　・調査目的　個人農業基盤整備

　・調査期間　令和４年７月19日〜８月12日

【調査に至る経緯】

確認調査　　農業施設整備に伴い確認調査を令

和４年５月26日に実施した。付近に墳丘が残存

する円墳に留意して、３本のトレンチを掘削し

た。その結果、古墳周堀と想定される複数条の

溝を確認した。いずれの溝でも遺構中央付近の

埋土上位にAs-B軽石の一次堆積層が良好に堆積

している。そのほか竪穴建物状の落ち込み１ヶ所も検出している。

【環境】

　地形的には榛名山東南麓の扇状地形に立地する。調査地南180mに南東流する染谷川がある。遺跡地の標

高は現況でおよそ178m付近となる。調査地は金古如来古墳群中に位置している。調査地番にはＣ号墳が

所在し、調査地南東にはＡ・Ｂ号墳が近接するなど、周囲には墳丘の残存が確認できる円墳が複数基あ

る。

【調査成果】

　調査区に隣接して現存する金古如来Ｃ号墳（以下、Ｃ号墳）を含めた古墳時代の円墳５〜６基の周堀

をそれぞれ確認した。調査区外のＣ号墳を除けばいずれの古墳も墳丘は残存しておらず、その存在は周

堀からのみ想定される。すなわち、SD01・04が巡るSZ01（１号墳：Ｃ号墳）、SD02が巡るSZ02（２号墳）、

SD03およびSD06が巡るSZ03（３号墳）、SD05が巡る小規模なSZ04（４号墳）、SD07が巡るSZ05（５号墳）

である。ただし、SD06についてはSD03と湾曲方向が異なっており、SD03により想定される３号墳の墳丘

形状とは符号しない。盛土等墳丘を検出していない現況では６基目の古墳の存在を積極的に想定するこ

とが難しいが、SD03のあり様から３号墳と５号墳の間に別の古墳が存在した可能性は残しておきたい。

　１号墳（Ｃ号墳）に伴うと推定されるSD01・04であるが、いずれも同墳南面に至るまでに遺構は立ち

上がるため、周堀が同墳を全周しないことが確認できた。２号墳についても南側でSD02が立ち上がるた

め、古墳南面で周堀が途切れる。また、３号墳を巡るSD03も墳丘推定位置の南西で立ち上がりを見せる。

SD06が３号墳に伴うならば、同墳周堀は墳丘の南西で途切れるため、古墳の埋葬主体部（横穴式石室と

想定）の開口部は南西の位置にあったものと推測される。

　いずれの古墳でも墳丘がほぼ残存していないため、古墳の段築成や外表施設、埋葬主体部などの構造

について詳細は不明である。また、周堀からの遺物はほぼ検出できず、わずかに出土した遺物も埋土上

位層やAs-B軽石層中からと、古墳に伴うと想定されるものはない。埴輪の出土も皆無であったため、墳

丘には埴輪の樹立はないものと考えられる。そのほか、周堀内から礫の検出が少なく、墳丘には積極的に

葺石が葺かれていなかった可能性が示唆される。

　ただし、すべての古墳において、想定される墳丘位置にはHr-FAの一次堆積層が残存している。このこ

とから、古墳の築造は少なくともHr-FA降下時期より新しいことは明らかである。

【小結】

　今回の調査では、出土遺物が限定的であるため古墳の詳細な築造年代や古墳間の前後関係を明らかに

することは困難である。しかし、Hr-FA降下後の築造でおそらく埴輪を持たないという今回の調査成果に

加え、今回の調査地点より80m北西の第１次調査（平成17年実施）で検出した４基の古墳が７世紀中葉以

降と評価されている点を鑑みると、今次調査の５基についても同様の築造時期が想定されるものと考え

る。（山本）
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第51図　金古如来古墳群(第２次調査)　全体図
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第52図　SD01・SD02　断面図
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SPD’SPD

２号溝(SPC-C',D-D'共通) 
 1　黒褐色 (10YR 3/2) 表土。As-B混。しまりやや強、粘性弱。
 2　黒色 (10YR 2/1) As-B混。しまりやや強、粘性弱。
 3　暗赤褐色 (5YR 3/2) ピンク灰。追分火砕流。
 4　オリーブ黒色 (5Y 3/2) As-B(一次堆積)。
 5　黒色 (10YR 2/1) As-C混。地山シルトブロック極めてわずか。しまりやや強、粘性やや弱。
 6　黒褐色 (10YR 3/2) As-C混。地山シルトブロック少。しまりやや強、粘性やや弱。
 7　黒褐色 (10YR 3/1) As-C混(わずか)。しまり強、粘性やや強。
 8　黒褐色 (10YR 2/2) As-C混。Hr-FAがうっすら。しまり強、粘性やや弱。
 9　にぶい黄褐色 (10YR 4/3) Hr-FAやAs-C混土黒色土ブロック(φ3〜5cm 10%)。しまりやや強、粘性やや強。
10　にぶい黄褐色 (10YR 4/3) As-C混。Hr-FAブロック(φ2〜3cm 3%)。しまりやや強、粘性やや強。
11　黒色 (10YR 2/1) As-C混土黒色土(いわゆるC黒)。しまりやや強、粘性やや弱。
12　黒褐色 (10YR 3/2) Hr-FA。Hr-FA泥流等が混在。しまり強、粘性弱。
13　黄橙色 (10YR 7/8) Hr-FA(一次堆積)。ユニットが観察される。層上位は泥流。
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１号溝(SPB-B') 
 1　黒褐色 (10YR 3/2) カクラン。As-B混。しまりやや弱、粘性弱。
 2　黒色 (10YR 2/1) As-C混。地山シルトブロック極わずか。しまりやや強、粘性やや弱。
 3　黒褐色 (10YR 3/2) As-C混。地山シルトブロック少。しまりやや強、粘性やや弱。
 4　黒褐色 (10YR 3/2) As-C混。Hr-FA、C黒ブロック含む。しまりやや強、粘性やや弱。
 5　灰黄褐色 (10YR 4/2) As-C混。Hr-FAブロック(φ2〜3cm 3%)。盛土か。しまりやや強、粘性やや強。
 6　にぶい黄褐色 (10YR 4/3) As-Cそのものの混入は少ないが、Hr-FAやC黒ブロック(φ3〜5cm 10%)が多く混入する。しまりやや強、粘性やや強。
 7　黒色 (10YR 2/1) As-C混。いわゆるC黒。しまりやや強、粘性やや弱。
 8　黒褐色 (10YR 3/1) As-Cが混入しない。しまりやや強、粘性やや強。
 9　にぶい黄褐色 (10YR 4/3) 漸移層。しまり強、粘性やや弱。
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１号墳墳丘断割り(SPA-A') 
 1　黒褐色 (10YR 3/1)　　　表土。As-B混。根っこの影響を受ける。しまりやや強、粘性弱。
 2　暗褐色 (10YR 3/3)　　　シルト質。As-B混。しまりやや強、粘性やや弱。
 3　黒色 (10YR 2/1)　　　　As-B混。しまりやや強、粘性弱。
 4　灰褐色 (5YR 5/2)　　　 追分火砕流。As-B混。しまり弱、粘性弱。
 5　暗オリーブ色 (5Y 4/3)　As-B一次堆積。しまり弱、粘性なし。
 5' 黒褐色 (10YR 2/2)　　　As-B混(青灰やAs-B塊があり、一次堆積ではないが純度が高い)。
　　　　　　　　　　　　　 しまり弱、粘性弱。
 6　黒褐色 (10YR 3/2)　　　As-C混。しまりやや強、粘性やや強。
 7　暗褐色 (10YR 3/3)　　　Hr-FA混入。角安も含む。しまりやや強、粘性やや強。
 8　黒色 (10YR 2/1)　　　　As-C混(3%)。しまりやや強、粘性強。
 9　黒褐色 (10YR 3/2)　　　As-C混(7%)。しまり強、粘性強。
10　黒色 (10YR 2/1)　　　　As-C混(5%)。しまり強、粘性強。
11　黒褐色 (10YR 2/2)　　　Hr-FA、C黒ブロック混在。しまり強、粘性強。
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第53図　SD03・SD04・SD05　断面図

５号溝(SPH-H') 
 1　黒褐色 (10YR 2/2) As-C混(3%)。しまりやや強、粘性弱。
 2　黒褐色 (10YR 3/2) As-C混(3%)。Hr-FA(φ3〜5mm 7%)。しまり強、粘性強。

1 2
L=178.400m

SPH SPH’

４号溝(SPG-G') 
 1 As-B(一次堆積)。上位に追分火砕流有り。
 2　黒色 (10YR 2/1) As-C混(5%)。拳大〜人頭大の礫が中央付近に集中。しまりやや強、粘性やや強。
 3　黒褐色 (10YR 3/2) As-C混(1%)。しまり強、粘性やや強。
 4　黒褐色 (10YR 3/1) As-C混(7%)。黄褐色シルト粒子(1%未満)。しまり強、粘性やや弱。
 5　暗褐色 (10YR 3/3) As-Cの混入は少ない(1%)。しまりやや強、粘性やや弱。
 6　黒褐色 (10YR 3/2) As-C混(10%)。Hr-FA(φ1〜2mm)混在。しまりやや強、粘性やや強。
 7　黒褐色 (10YR 3/1) As-C混(3%)。Hr-FA、C黒ブロック、地山にぶい黄橙色ブロック(φ5〜7cm 25%)。しまりやや強、粘性やや強。
 8　灰黄褐色 (10YR 4/2) As-C、C黒、Hr-FAブロック1%。地山にぶい黄橙色ブロック(φ2〜3cm 15%)。しまりやや弱、粘性やや弱。
 9　黒色 (10YR 2/1) As-C混。いわゆるC黒。しまり強、粘性やや弱。
10　黒褐色 (10YR 2/2) As-Cが混入しない。しまりやや強、粘性やや弱。
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SPG SPG’

３号溝(SPF-F') 
 1　　　　　　　　　　　　　 As-B
 2　黒色 (10YR 2/1)　　　　　As-C混(30%)。しまりやや強、粘性やや弱。
 3　黒褐色 (10YR 3/1)　　　　As-C混(5%)。しまり強、粘性やや弱。
 4　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　As-C混(7%)。しまり強、粘性やや弱。
 5　灰黄褐色 (10YR 4/2)　　　Hr-FAやC黒ブロック混在。しまり強、粘性やや弱。
 6　黒色 (10YR 2/1)　　　　　As-C降下前の黒色土。As-C混入しない。しまり強、粘性やや強。
 7　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　As-YP含む。下層のシルト粒子(φ1〜2mm 3%)。漸移層。しまり強、粘性強。
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３号溝(SPE-E') 
 1　暗褐色 (10YR 3/3)　　　　表土。しまりやや強、粘性弱。
 2　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　As-B混。近現代畑か。しまりやや弱、粘性弱。
 3　黒褐色 (10YR 3/1)　　　　As-B混。ピンク灰(追分火砕流)が混じる。しまり弱、粘性弱。
 4　　　　　　　　　　　　　 As-B(一次堆積)。
 5　黒色 (10YR 2/1)　　　　　As-C(3%)。しまり強、粘性やや強。
 6　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　As-C(3〜5%)、Hr-FA、As-C黒ブロックが少量混ざりこむ。しまり強、粘性やや強。
 7　にぶい黄褐色 (10YR 4/3)　As-C(1%)。Hr-FA(φ2〜3mm 1%)。しまり強、粘性やや強。
 8　黒褐色 (10YR 3/2)　　　　As-C、C黒、Hr-FAの各種ブロックが混在。しまりやや強、粘性やや弱。
 9　暗褐色 (10YR 3/3)　　　　As-C、C黒、Hr-FAの各種ブロックが少量混じる。しまりやや強、粘性やや強。
10　褐色 (10YR 4/4)　　　　　シルト。しまりやや強、粘性やや弱。地山。
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（断面図）
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第54図　SD06・SD07　断面図および基本土層柱状図
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R4-55(貝沢町)　遺構検出状況(北西→)

R4-74(本郷町)　2T 遺構検出状況(東→) R4-56(吉井町長根)　遺構検出状況(西→)

R4-69(下室田町)　5T 遺構検出状況(西→) R4-76(三ツ寺町)　2T 遺構検出状況(北→)

試掘・確認調査 PL.1



R5-2(中居町一丁目)　1T 遺構検出状況(西→) R5-6(菅谷町)　1T 遺構検出状況(東→)

R4-79(貝沢町)　3T 遺構検出状況(南→)

R5-7(上里見町)　3T 遺構検出状況(南西→) R5-9(小八木町)　1T 遺構検出状況(西→)

PL.2 試掘・確認調査



R5-44(上並榎町)　2T 遺構検出状況(東→) R5-45(倉賀野町)　4T 遺構検出状況(東→)

R5-19(中泉町)　2T 遺構検出状況(西→) R5-20(東国分町)　4T 遺構検出状況(東→)

試掘・確認調査 PL.3



R5-49(菅谷町)　2T 遺構検出状況(西→) R5-51(上並榎町)　1T 遺構検出状況(南→)

R5-53(倉賀野町)　葺石列検出状況(東→)

R5-53(倉賀野町)　調査状況(北東→) R5-53(倉賀野町)　葺石列検出状況(北東→)

PL.4 試掘・確認調査



R5-73(上佐野町)　2T 遺構検出状況(北→) R5-74(引間町)　1T 遺構検出状況(西→)

R5-62(東国分町)　1T 遺構検出状況(北→) R5-71(若田町)　1T 遺構検出状況(西→)

試掘・確認調査 PL.5



金古如来古墳群(第２次調査)　調査区遠景(南→)

金古如来古墳群(第２次調査)　調査区全景(南東→)

PL.6 847　金古如来古墳群(第２次調査)



SD01 検出状況(南→) SD01 土層堆積状況(南西→)

SD02 土層堆積状況(南東→) SD03 土層堆積状況(南西→)

標準土層堆積状況A(南東→) SD01・04完掘状況(南→)
※中央の立木が如来C号墳墳丘

SD07 土層堆積状況(南→)SD04 土層堆積状況(南→)

847　金古如来古墳群(第２次調査) PL.7



報　告　書　抄　録

高崎市文化財調査報告書 第505集

− 試掘・確認調査・緊急発掘調査報告書 −

令和５年度　市内遺跡

印刷・発行日　 令和６年３月３１日
編集・発行　　 高崎市教育委員会
　　　　　　　 群馬県高崎市高松町３５番地１

印刷　　　　　 野島印刷株式会社

ぐんまけんたかさきしかねこまち
かねこにょらいこふんぐん

にょらい


